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　松本市には奈川という美しい里がある。奈川は北アルプ

スの南端、乗鞍岳の東に位置し、松本市街から自家用車で

約1時間の距離にある。四方を山に囲まれた標高約1000〜

1200mにひろがる集落では伝統的な里地里山の利用が継

承されており、ゴマシジミなどの草原性の絶滅危惧昆虫が

多種分布している。

　信州大学で山岳棲アリ類の多様性を研究していた私は、

運良く奈川の生物多様性調査に参加することができた。

2015年春、奈川を訪れると、草原ではウスバシロチョウとキ

バネツノトンボがみられ、交配相手を探していた。林縁では

ウマノオバチが飛び回り、宿主であるシロスジカミキリの幼

虫を探していた。夏〜秋、ゴマシジミが食草であるワレモコ

ウの花を訪れ、吸蜜や産卵をしていた。ウスリーマルハナバ

チやホンシュウハイイロマルハナバチがアカツメクサの花で吸

蜜し、花粉を集めていた。奈川ではこれらの風景がふつうに

みられる。しかし、他の地域では至難の業だろう。なぜな

ら上にあげたすべての昆虫たちが絶滅の危機に瀕しており、

環境省や都道府県のレッドリストにその名を連ねているからだ。

　私は、この人間が産み出した奇跡の生態系を体感した直

後、17年半の間を過ごした信州を離れることになった。6

年半のポスドク生活が実を結び、大阪府立大学に教員とし

て就職することができたのである。新天地では大阪に侵入

した特定外来種のアルゼンチンアリの防除に関する研究を

開始した。アルゼンチンアリは世界の侵略的外来種ワースト

100にも選ばれており、生態系を攪乱するやっかいものだ。

攻撃性がつよく、侵入先で在来の生物を襲い、絶滅に追い

やることもある。つまりアルゼンチンアリの侵入先では生

物多様性が極端に低下する。

　里山昆虫と外来昆虫、両極端な例を挙げたが、両方の

生息地を提供しているのは人間だ。一方では失われつつあ

る種をまもり、もう一方では圧倒的な侵略者を撃退すると

いう矛盾はある。しかし、人間の手で救える種があるので

あれば、それらを選択し、積極的に行動することが人間の

責務かもしれない。�（うえだ  しょうへい／大阪府立大学）
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ワレモコウに訪れたゴマシジミ


